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自
助
・
共
助
・
公
助

日
本
の
自
殺
率
は
先
進
７
か
国
中

ワ
ー
ス
ト
１
位
。
こ
こ
10
年
は
減
少
傾
向

で
し
た
が
、７
月
か
ら
急
増
し
て
い
ま
す
。

特
に
女
性
、
若
者
が
深
刻
で
す
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ

一
人
当
た
り
の
国
民
総
生
産
は
２
０
１
８

年
に
イ
タ
リ
ア
、
韓
国
に
追
い
抜
か
れ
て

世
界
22
位
と
な
り
、
最
低
賃
金
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
諸
国
の
平
均
の
３
分
の
２
以
下
で
す
。

と
こ
ろ
が
菅
首
相
は
就
任
直
後
か
ら
「
自

助
・
共
助
・
公
助
」
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
感
染
や
暮
ら
し
の
不
安
を

抱
え
、
必
死
で
頑
張
っ
て
い
る
国
民
に
、

自
分
た
ち
で
何
と
か
せ
よ
と
突
き
放
す
の

で
は
な
く
、
こ
の
国
を
立
て
直
す
経
済
政

策
、
福
祉
政
策
で
生
活
の
安
定
を
保
障
す

べ
き
で
す
。

学
術
会
議
人
事
の

説
明
責
任
は
？

に
お
け
る
科
学
者
の
戦
争
加
担
の
反
省
を

も
と
に
結
成
さ
れ
た
歴
史
を
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
政
治
介
入
を
行
い
、
き
ち
ん

と
し
た
任
命
拒
否
の
説
明
を
し
な
い
こ
と

は
、
学
問
の
自
由
や
思
想
・
良
心
、
表
現

の
自
由
を
根
本
か
ら
揺
る
が
す
大
問
題
で

す
。
学
者
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
国
民
の

言
論
も
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

モ
リ
・
カ
ケ
・
サ
ク
ラ

臭
い
も
の
に
は
蓋
？

官
房
長
官
と
し
て
モ
リ
・
カ
ケ
・
サ
ク

ラ
問
題
の
記
録
改
竄
と
隠
蔽
を
重
ね
た
菅

首
相
。
実
は
民
主
党
政
権
時
代
に
出
し
た

自
著
で
「
政
府
が
議
事
録
を
残
さ
な
い
な

ど
国
民
へ
の
背
信
行
為
」
と
痛
烈
に
批
判

中
氏
は
、
社
会
保
障
の
大
幅
カ
ッ
ト
と
、

雇
用
規
制
改
革
で
非
正
規
化
の
更
な
る
推

進
を
提
唱
し
、
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
氏
は
、
日

本
企
業
の
99
．
７
％
を
占
め
る
中
小
企
業

の
３
割
削
減
と
、
地
方
銀
行
、
信
用
金
庫

の
統
合
・
再
編
を
主
張
。
コ
ロ
ナ
禍
で
苦

境
に
あ
え
ぐ
中
小
企
業
と
労
働
者
を
更
に

痛
め
つ
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

選
挙
で
変
え
る

菅
政
権
の
本
質
は
「
国
民
不
在
の
内
閣

独
裁
政
治
」で
す
。
こ
れ
を
変
え
る
に
は
、

選
挙
で
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
を
突
き
つ
け
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
一
票
は
、
政

治
を
変
え
る
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

言
論
の
自
由
、
社
会
保
障
、
そ
し
て
雇
用

を
守
る
た
め
に
、
次
の
衆
議
院
選
挙
で
は

投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

「反貧困ささえあい千葉」が誕生して７カ月。恒例の「緊急コロナ相談会」
は毎月下旬の土日・祝日に開催、11月までに10回に達した。12月は何と、大
晦日の31日に決行する。

▪いろんな人がやって来る 
これまで50人ほど来所、人生いろいろ十人十色の相談が舞い込んでくる。

食料を受け取るだけの人も多い。食べ盛りの子ども５人を抱えたある女性は、
来る度に缶詰やパンを大きな買い物袋いっぱいに詰め込んで帰っていった。

メンバーには弁護士も行政書士も社労士も揃う充実の布陣で、法律相談にも
対応している。

▪ふなばしネットの奮闘 
船橋駅周辺の路上生活者に相談会の案内をしたことがきっかけとなり、ふな

ばしネット事務所での独自の活動が始まる。週２回（月、木）、最初は食料支
援だけだったが次第に相談から生活保護申請にも同行、さらに生活保護受給者
の生活支援も行っている。

現在代理人がいないふなばしネットは、無所属市民派議員の協力を得て公的
支援に繋いでいる。本来行政がやるべきことを民間が担っている現状は、今最
大の課題である。

▪「住所」に泣き、「住所」に笑う 
生活保護に繋がったのは現在11人。ほぼ全員が民間アパートに入居できた

が、すんなりと行ったケースはない。
申請時に役所が必ず出す条件は「住所があること」だ。路上生活者はどうす

ればいいのか？役所の答えは「無料低額宿泊所（無低）へどうぞ」。
貧困ビジネスの典型である無低を経験した人は「あんなところより路上がま

し」と口をそろえる。こちらも無低はご免こうむりたい。低所得者や高齢者な
ど、住宅の確保に配慮が必要な人たちに対応している、居住支援法人の物件を
まず押さえて、役所に向かう作戦で行く。

最近、小金井市議が中心となり首都圏の生活保護行政のアンケート調査を
行ったところ、県内全自治体が「住所が無くても申請は受け付ける」と、厚労
省の指導通りの模範回答。そこで、住所のないＴさんの申請を行う際、このア
ンケートを持ち出したら、なんと受理された。霊験あらたかとはこのことか！

▪行きつ戻りつ 
しかし、Ｔさんの場合もアパート決定までは紆余曲折のイバラの道。生活保

護受給が決まるまでの生活費など悩みはつきない。水際作戦に近い状況が未
だはびこる福祉行政と、折り合いをつけつつ果敢に闘う日々である。

千
葉
県
議
会
議
員
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し
子
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闘い済まず、日も暮れず
反貧困ささえあい千葉事務局　大野 博美

男女別・月別自殺者数の推移
警察庁調べ

　
菅
首
相
は
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
や
携
帯
通
話
料
の
値
下
げ
な
ど
、
衆
議
院
選
挙
を
に
ら
ん
で
個
別
具

体
的
な
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
が
、
目
指
す
べ
き
国
家
像
は
不
明
で
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
拡
大
は

収
ま
ら
ず
、
市
民
生
活
の
困
窮
度
は
増
す
一
方
で
す
。

も
っ
と
危
な
い

選
挙
で
リ
セ
ッ
ト

選
挙
で
リ
セ
ッ
ト
‼‼

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
今
年
の
改
訂
版

で
は
、
そ
の
く
だ
り
を
こ
っ
そ
り
削
除
。

臭
い
も
の
に
は
蓋
を
し
て
事
実
を
隠
す
こ

と
こ
そ
、
国
民
へ
の
背
信
行
為
で
す
。

中
小
企
業
と

雇
用
の
危
機

菅
政
権
の
特
色
は
「
新
自
由
主
義
」
と

い
う
名
の
弱
者
切
り
捨
て
政
策
で
す
。
新

設
さ
れ
た
「
成
長
戦
略
会
議
」
に
、
竹
中

平
蔵
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
会
長
と
金
融
ア
ナ

リ
ス
ト
の
Ｄ
．
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
氏
を
首
相

ブ
レ
ー
ン
と
し
て
迎
え
て
い
ま
す
が
、
竹

倒倒け つ 転転 びつ あきらめず

日
本
学
術
会
議
へ
の
人
事
介
入
問
題
で

は
、
国
会
で
「
総
合
的
・
俯
瞰
的
な
活
動

を
確
保
す
る
」
た
め
と
意
味
不
明
の
答
弁
。

し
か
し
、
日
本
学
術
会
議
は
太
平
洋
戦
争

　「反貧困ささえあい千葉」奮闘記　
こ まろ

あ
け
ま
し
て

あ
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う

　
お
め
で
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
ご
ざ
い
ま
す
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新新しいしい知事知事にに望望むことむこと
　
一
昨
年
の
台
風
時
の
危
機
管
理
対
応
で
大
き
な
批
判
を
浴
び
た
森
田
知
事
。「
働
か
な
い
知
事
」
と
し
て
一
躍
有

名
に
な
り
ま
し
た
が
、
退
職
金
を
含
め
た
知
事
報
酬
は
総
額
３
億
９
千
万
円
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
11
年
間
、
県
民

が
直
接
意
見
を
述
べ
る
こ
と
の
で
き
る
場
（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
は
ほ
と
ん
ど
開
催
さ
れ
ず
、
条
例
制
定
時
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
不
十
分
で
し
た
。
か
つ
て
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
立
県
」
を
目
指
し
た
千
葉
県
な
の
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支

援
予
算
は
少
な
い
ま
ま
で
す
。
新
し
い
知
事
に
は
情
報
公
開
と
県
民
参
加
を
是
非
進
め
て
ほ
し
い
で
す
。
各
分
野
で

活
動
し
て
い
る
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
新
し
い
知
事
に
望
む
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

千
葉
県
は
、
財
政
力
指
数
は
全
国
４
番

目
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
病
院
数
や

病
床
数
、
診
療
所
数
、
医
師
や
看
護
師
等

の
数
は
い
ず
れ
も
最
低
水
準
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
国
は
医
療
の
効
率
化
、
適
正

化
の
も
と
「
地
域
医
療
構
想
」
を
打
ち
出

し
、
全
国
の
公
立
・
公
的
病
院
の
４
分
の

１
を
上
回
る
４
２
４
の
病
院
に
つ
い
て
再

編
や
統
合
が
必
要
と
し
、
個
別
の
病
院
名

を
公
表
し
た
。
県
内
で
は
千
葉
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
国
立
病
院
機
構

千
葉
東
病
院
、
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

地
域
医
療
を
支
え
て
き
た
公
的
病
院 

オ
ス
プ
レ
イ
い
ら
な
い
鎌
ケ
谷
市
民
の
会　

ふ
じ
し
ろ
政
夫 

木
更
津
駐
屯
地
は
陸
自
の
オ
ス
プ
レ

イ
が
暫
定
配
備
さ
れ
、
更
に
整
備
拠
点
と

し
て
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
総
基
地
も

利
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
「
オ
ス

プ
レ
イ
い
ら
な
い
鎌
ケ
谷
市
民
の
会
」
を

結
成
し
（
９
／
５
）
多
く
の
市
民
に
“
危

な
い
・
う
る
さ
い
オ
ス
プ
レ
イ
い
ら
な
い
”

と
訴
え
て
い
ま
す
。

オ
ス
プ
レ
イ
は
ヘ
リ
Ｃ
Ｈ
─
４
７
と

同
じ
よ
う
に
全
県
下
（
木
更
津
・
習
志
野
・

南
房
総
一
帯
な
ど
）
で
訓
練
す
る
と
の
こ

と
。
６
２
０
万
県
民
の
生
活
が
“
墜
落
の

危
険
性
、
低
周
波
の
う
る
さ
い
騒
音
”
に

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

知
事
は
全
県
民
の
命
と
生
活
を
守
る

の
が
仕
事
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
問
題
は
「
国

の
安
全
保
障
の
問
題
」「
国
・
米
軍
が
安

全
と
言
っ
て
い
る
」
な
ど
と
他
人
事
と
せ

ず
全
県
民
の
立
場
か
ら
反
対
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
40
年
前
、
下
総
基
地
が
厚
木

基
地
で
行
わ
れ
て
い
た
米
艦
載
機
夜
間
離

着
陸
訓
練
の
候
補
地
に
な
っ
た
と
き
、
沼

田
知
事
も
堂
本
知
事
も
住
民
の
立
場
か
ら

反
対
の
方
向
性
を
保
持
し
て
き
ま
し
た
。

県
民
と
共
に
「
オ
ス
プ
レ
イ
Ｎ
Ｏ
！
」

と
頑
張
る
の
が
知
事
の
役
割
で
す
。

千
葉
病
院
、
千
葉
市
立
青
葉
病
院
、
国
保

多
古
中
央
病
院
、
銚
子
市
立
病
院
、
横
芝

光
町
立
東
陽
病
院
、
南
房
総
市
立
富
山
国

保
病
院
、
鴨
川
市
立
国
保
病
院
、
国
保
直

営
君
津
中
央
病
院
大
佐
和
分
院
の
10
病
院

の
名
が
挙
げ
ら
れ
た
。
現
在
、
地
域
医
療

構
想
調
整
会
議
で
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、

今
ま
で
地
域
医
療
を
支
え
て
き
た
病
院
の

閉
鎖
や
再
編
は
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。
今

ま
さ
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
中
、
公
的
病
院
の
役
割
は
益
々
重

要
と
な
っ
て
い
る
。
医
療
費
抑
制
、
効
率

ば
か
り
を
追
求
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
切

に
要
望
す
る
。

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生

き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
福
祉
・

環
境
・
ま
ち
づ
く
り
・
人
権
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
船
橋
駅
近
く
の
商
店

街
に
あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
ひ
な

た
ぼ
っ
こ
」
は
障
害
の
あ
る
人
た
ち
も
働

く
カ
フ
ェ
で
、
市
民
活
動
の
拠
点
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
８
年
に
は
市
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
千
葉
県
の
元
気
フ
ァ
ン
ド

助
成
金
を
使
い
、
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
ど
も
、
高
齢
の
人
た
ち
、
障
が
い
の

あ
る
人
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
千
葉

県
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
の
現
場
の
声
を
聞
き
、
政
策
に
活

か
し
て
く
だ
さ
い
。

県
庁
職
員
の
み
な
さ
ん
と
県
民
と
の

間
の
距
離
が
縮
ま
る
よ
う
に
、
工
夫
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
た
ち
が
、
通
常
の
学
校
で
も
特

別
支
援
学
校
で
も
楽
し
い
学
校
生
活
を
過

ご
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
通
常
の

学
校
の
予
算
を
増
や
し
、
支
援
の
先
生
を

配
置
し
て
く
だ
さ
い
。

多
様
な
国
々
の
文
化
を
尊
重
し
、
多
様

な
国
々
の
人
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

千
葉
県
知
事
に
望
む
こ
と

千
葉
県
の
子
ど
も
た
ち
は
、「
人
と
し

て
尊
ば
れ
、
社
会
の
一
員
と
し
て
重
ん
ぜ

ら
れ
、良
い
環
境
の
な
か
で
育
て
ら
れ
て
」

い
る
の
か
。
こ
れ
は
新
憲
法
の
精
神
に
基

づ
き
、
あ
る
べ
き
児
童
福
祉
の
理
念
を
定

め
、
す
べ
て
の
子
ど
も
の
幸
福
を
は
か
る

た
め
に
国
が
つ
く
っ
た
「
児
童
憲
章
」
の

は
じ
め
の
言
葉
だ
。
こ
の
理
念
は
「
児
童

の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
に
も
通
じ
て
お

り
、
現
在
の
「
児
童
福
祉
法
」
で
は
、
こ

の
条
約
の
精
神
に
の
っ
と
り
「
子
ど
も
が

権
利
の
主
体
」
で
あ
り
、
す
べ
て
の
子
ど

も
の
安
全
と
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
実

現
す
る
た
め
に
親
・
国
・
地
方
公
共
団
体

の
責
任
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
県

内
の
子
ど
も
た
ち
が
暮
ら
す
家
庭
・
学
校

等
で
実
現
し
て
い
る
の
か
。
親
や
教
師
等

か
ら
の
虐
待
を
受
け
て
安
全
が
守
ら
れ
て

い
な
い
。
こ
れ
を
救
済
す
る
子
ど
も
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
制
度
を
含
め
た
子
ど
も
の
権
利

擁
護
制
度
も
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
つ
ら

く
悲
し
い
思
い
を
し
て
い
る
。
子
ど
も
に

や
さ
し
い
千
葉
県
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
た

い
。

「
子
ど
も
の
人
権
の
視
点
」
か
ら

　
子
ど
も
の
権
利
擁
護
制
度
の
整
備

歯
科
医
師　

野
崎
泰
夫 

“
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
・
飛
行
に

　
　
反
対
す
る
”
千
葉
県
知
事
を

ち
ば
Ｍ
Ｄ
エ
コ
ネ
ッ
ト
理
事
長　

山
田
晴
子  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
千
葉
こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
理
事
長　

米
田　

修
カフェでは相談事業も行われています

千
葉
県
を
つ

く
っ
て
く
だ

さ
い
。

平
和
な
、

そ
し
て
持
続

可
能
な
社
会

に
向
か
っ
て
、

県
民
と
共
に

取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
。

データで見る千葉県政　財政力は47都道府県中４位！なのに・・・・
45位　医師数（人口10万人当たり）
45位　看護師数（人口10万人当たり）
46位　国民医療費（一人当たり）

43位　公民館数（人口100万人当たり）
41位　図書館数／博物館数（人口100万人当たり）
45位　社会教育費（人口一人当たり）

45位　保育所数（0～5歳人口10万人当たり）
43位　小学校教育費（児童一人当たり）
41位　中学校教育費（生徒一人当たり）

46位　社会福祉費（人口一人当たり）
47位　老人福祉費（65歳以上人口一人当たり）
41位　児童福祉費（17歳以下人口一人当たり）

医療

文化

教育

福祉

総務省「統計でみる都道府県のすがた2020」より
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広報室では、投稿記事を募集します（800字程度）。詳しくは市民ネットワーク千葉県までご連絡ください。

君津環境整備センター、通称「アラックス」。
山を切り崩し、拡張工事が続けられています

相談はていねいにお話を聞くことからスタートします

上
総
掘
り
と
ふ
る
さ
と
の
〝
水
〟

　
　
日
本
有
数
の
産
廃
処
分
場
と
な
る

「
君
津
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
」の
脅
威

君
津
市
で
は
１
３
４
３
本
の
上
総
掘

り
か
ら
良
質
な
地
下
水
が
途
切
れ
る
こ
と

な
く
自
噴
し
、
飲
用
や
地
元
産
業
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。「
平
成
の
名
水
百
選
」

に
選
ば
れ
た
誇
り
高
き
ふ
る
さ
と
の“
水
”

で
す
。
そ
の
“
水
”
は
小
櫃
川
へ
流
れ
、

君
津
市
・
木
更
津
市
・
袖
ケ
浦
市
・
富
津

市
、
千
葉
市
・
市
原
市
の
一
部
の
、
合
計

97
万
人
も
の
水
道
水
源
で
す
。

今
そ
の
水
源
涵
養
域
に
脅
威
が
迫
っ

て
い
ま
す
。
県
指
定
天
然
記
念
物
「
大
福

山
自
然
林
」
隣
接
地
に
、
８
０
０
０
Bq
以

下
の
放
射
性
廃
棄
物
を
含
む
産
廃
が
搬
入

さ
れ
る
管
理
型
最
終
処
分
場
「
君
津
環
境

整
備
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。

第
Ⅰ
期
処
分
場（
１
０
７
万
㎥
）が
保
有

水
漏
洩
事
故
を
起
こ
し
搬
入
停
止
中
に
も

拘
ら
ず
、
千
葉
県
は
第
Ⅱ
期
処
分
場
（
93

万
㎥
）
を
許
可
し
、
さ
ら
に
巨
大
な
第
Ⅲ

期
処
分
場
（
２
２
１
万
㎥
）
を
許
可
し
ま

し
た
。
そ
の
た
め
広
大
な
森
林
を
破
壊
す

る
工
事
が
猛
烈
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
達
は
許
可
の
取
消
を
求
め
行
政
訴

訟
を
提
訴
（
原
告
１
５
２
名
）、
工
事
差

止
を
求
め
仮
処
分
（
債
権
者
２
１
０
名
）

を
申
立
し
係
争
中
で
す
。

次
期
千
葉
県
知
事
は
、
県
と
業
者
の
癒

着
と
も
言
え
る
関
係
性
に
埋
没
せ
ず
、
現

地
に
広
が
る
恐
ろ
し
い
異
形
の
中
に
身
を

置
き
、
次
代
の
子
ど
も
達
の
命
を
守
る
知

事
の
重
責
を
心
考
し
て
頂
き
た
い
と
切
に

思
い
ま
す
。

県
内
各
市
の
福
祉
事
務
所
に
お
い
て
、

路
上
や
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
か
ら
生
活
保
護
申

請
を
行
う
と
、
即
座
に
施
設
へ
誘
導
さ
れ

る
状
況
が
い
ま
だ
に
続
い
て
い
ま
す
。
背

景
に
、
路
上
生
活
者
は
居
宅
生
活
が
困
難

だ
と
い
う
偏
見
、決
め
つ
け
が
あ
り
ま
す
。

現
実
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
勤
労

意
欲
が
あ
り
、
居
宅
生
活
が
十
分
に
可
能

な
人
が
仕
事
と
家
を
同
時
に
失
う
ケ
ー
ス

が
激
増
し
て
い
ま
す
。
県
に
求
め
た
い
の

は
、
路
上
か
ら
の
申
請
に
際
し
て
は
、
本

人
の
生
活
能
力
に
つ
い
て
の
審
査
を
即
座

に
行
い
、
居
宅
可
能
と
判
断
し
た
場
合
は

住
居
確
保
を
優
先
し
、
積
極
的
に
ア
パ
ー

ト
や
公
営
住
宅
へ
の
入
居
を
実
現
す
る
よ

う
、
各
市
の
福
祉
事
務
所
に
指
導
を
す
る

こ
と
、
ア
パ
ー
ト
入
居
ま
で
の
一
時
宿
泊

所
に
つ
い
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
な
ど
を

利
用
す
る
た
め
の
予
算
を
確
保
し
、
ま
た

研
修
施
設
な
ど
県
の
施
設
を
積
極
的
に
提

供
す
る
こ
と
で
す
。
路
頭
に
迷
う
人
を
出

さ
な
い
た
め
に
も
、
生
活
困
窮
者
が
利
用

で
き
る
公
営
住
宅
を
増
や
す
よ
う
要
望
し

ま
す
。

生
活
困
窮
者
の
支
援
現
場
か
ら

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
多
様
性
の
尊
重
」の

先
進
県
に
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
に

２
０
１
０
年
、
東
北
大
学
の
研
究
グ

ル
ー
プ
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
全

国
都
道
府
県
で
男
女
平
等
度
１
位
は
鳥
取

県
で
し
た
。
当
時
の
片
山
知
事
が
性
差
別

を
撤
廃
し
よ
う
と
し
た
「
政
治
的
意
志
」

の
結
果
で
す
。
ち
な
み
に
千
葉
県
は
39
位

で
し
た
。

“
隗か
い

よ
り
始
め
よ
”　
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
と
多
様
性
尊
重
」
の
先
進
県
に
す
る
た

め
に
、
県
政
の
す
べ
て
の
部
署
に
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
担
当
を
置
き
、
知
事
を

ト
ッ
プ
と
す
る
横
断
的
な
推
進
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
が「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

主
流
化
」
で
す
。
同
時
に
、そ
れ
を
評
価
・

監
視
す
る
第
三
者
機
関
の
設
置
が
必
要
で

す
。
そ
の
際
、重
要
な
の
は
、ジ
ェ
ン
ダ
ー

格
差
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
統
計
」
と
、
推
進
す
る
た
め
の

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
予
算
」
で
す
。
そ
の
前
提

と
し
て
知
事
が
先
頭
に
立
つ
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、管
理
職
及
び
職
員
が
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
と
多
様
性
尊
重
」の
視
点
を
理
解
し
、

実
践
す
る
た
め
の
研
修
の
強
化
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

知
事
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
に
向

け
た
強
い
政
治
的
意
思
が
、
女
性
だ
け
で

な
く
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
性
的
少
数
者
、

外
国
人
な
ど
社
会
の
周
縁
に
置
か
れ
て
き

た
人
た
ち
に
と
っ
て
も
生
き
や
す
く
、
差

別
や
暴
力
の
な
い
、
持
続
可
能
な
新
し
い

千
葉
県
誕
生
の
可
能
性
を
拓
い
て
く
れ
る

こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

反
貧
困
さ
さ
え
あ
い
千
葉
事
務
局　

阪
上　

武 

ふ
る
さ
と
の
水
を
守
る
会
共
同
代
表　

金
森
春
光 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
女
性
と
子
ど
も
の
ス
ペ
ー
ス
・
ニ
コ
代
表　

船
橋
邦
子 

９月定例の千葉県議会で「千葉県主要農作物等種子条例」が全会一致で
可決・成立しました。市民ネットワーク千葉県は、一昨年の「種子法」廃
止に際して、他会派に先んじていち早く見直しを求める意見書案を提出し、
同法廃止後も県の「条例」策定について繰り返し内容に踏み込んだ要望を
するなど、積極的に活動をしてきました。今回の千葉県条例は全国で22
番目、国が目論む各地の優良品種を民間に譲渡することを防ぐ内容となり、
元農林水産相山田正彦さんからもお墨付きをいただきました。

しかし、喜んだのも束の間、11月11日、前回の通常国会で継続審議と
なった「種苗法改正案」が臨時国会に上程され、12日に衆議院での審議
が始まりました。山田さんほか今回の改正に反対する人たちは国会前の座
り込みで抗議しましたが、論議も十分にされること無しに12月２日に可
決成立してしまいました。

種苗法改正の問題点は、優良品種の海外流出を避ける、という根拠の乏
しい理由で、あらゆる農産物を対象に、優良な品種の種は「買うもの」と
いう「企業の論理」が農業を支配することです。農業とその生産物は「い
のち」に直結する大切な社会の共通資本です。だからこそ日本は戦後長き
にわたって種子法に基づいた「公共種子供給」を維持してきたのです。そ
れが、グローバル資本に有利な「商売の種」にされようとしています。せっ
かくの種子条例が台無しにならないよう、市民ネットワーク千葉県は改正
種苗法の撤廃を求めていきます。　　　　　　　　　 政策調査室　吉沢 弘志

オンライン学習会

種苗法のどこが問題？
日時  1月31日（日）13：30～15：30
講師  山田正彦さん  元農林水産大臣
「TPP交渉差止違憲訴訟の会」弁護団共同代表幹事長

　種子法廃止に反対し、種子条例策定運動を全国展開している。
　種苗法改正に対する反対運動の急先鋒として活動中。

▶お申し込みは市民ネットワーク千葉県HPから

ご案内

問 題だらけの

改 正 種 苗 法

千葉県千葉県
知事選挙知事選挙３３月月はは



日時  1月30日（土）13:30～
会場   船橋勤労市民センター　ホール

市民ネットワーク千葉県

定期総会のお知らせ第
28
回
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報
告

県政
だより

びっくり

伊藤とし子
佐倉市・酒々井町選出

県議会議員

嘉田由紀子参議院議員（前滋賀県知事）が講師のオンライン
学習会には、千葉県内はもとより、東京、群馬、静岡、徳島な
ど全国から参加があり、関心の高さが窺えた。冒頭、嘉田さん
から「佐倉市のハザードマップに高齢者や障がい者の福祉施設
が載っていないのは問題です」と指摘され、大いに冷や汗。

立地規制が必要
高齢者施設は平屋で横長タイプが多く、地価の安い低地に

建てられがちで、水害で犠牲になる例は枚挙にいとまがない。
今年７月の球磨川水害でも、特養施設で14人が亡くなった。
嘉田さんは、ハザードマップに必ず福祉施設を記載し、浸水
しやすい土地には新たな施設や学校、病院などは建てないと
いう「立地規制」を提唱し、滋賀県流域治水条例に盛り込んだ。

流域治水とは ～ながす、ためる、そなえる、とどめる～
①河川整備で川を安全に「ながす」 
②降った雨を「ためる」(貯留槽、調整池、森林保水) 
③地域で「そなえる」（ハザードマップ、避難訓練） 
④被害を最小限に「とどめる」（立地規制、水の出るところは

２階建て以上）

良い子は川で遊ぼう！
嘉田さんは最後に、子どもたちが日ごろか

ら水に親しむことが、水害に備える力になる
と力説した。恵みの川と災いの川、両方に親
しめる環境を作ること。大きな宿題を頂いた。

政策調査室　大野 博美

命を守る「流域治水」とは
～嘉田由紀子さんオンライン学習会

11/15（日）全国交流集会がオンラインで開催されました。
第１部は講演会「世界の女性政党　生成と役割」（講師：申
琪
キ ヨ ン

榮さん）第２部はパネルディスカッション「コロナ禍とロー
カルパーティーの役割」でした。
１部の「女性政党」の話はとても興味深く、これからの市
民ネットの在り方を考える上で参考になりました。「女性政党」
とは女性候補を立て女性たちが政党の意思決定を行い運営す
る。政治に女性の利害関心や声を反映させることが目的であ
るとのことです。世界では1950年頃から結党されましたが、
出来ては消滅するということを繰り返し、近年になりヨーロッ
パや北欧で結党が進んできているようです。これは少し意外
な感じがしました。
最後に私たち市民ネットワークは世界で最も長い間、最も
多い女性議員を輩出してきた「女性政党」であるという言葉
に誇らしい気持ちになりました。しかし課題も多くあり、い
ままでのように専業主婦が担い手ではなく、今後はいかに多
様な女性たちを受け入れることができるか、市民ネットワー
クを通して世の中の課題解決が実現できるのだということを、
若い世代に知らせていくことが大切だと感じました。

市民ネットワーク・のだ　鈴木真理子

講師の本間真二郎先生は、ウイルス学研究者で、現在は栃木県の那須烏山市で診療を
しながら、米・野菜・発酵食品づくりを実践しています。本間先生が考える「根本療法」
とは、「病気の原因は日常生活にあり、食事・生活・メンタルの３つが柱。体と心の両方
が健全ではじめて健康になる。新型コロナウイルス感染症が拡大しているから、どうこ
うではなく、普段からの生活を整えておくことがとても大切」としています。
本間先生は、予防接種によるワクチンの効果に疑問を投げかけています。なんとなく受

けた方が安心だからと、よく分からず受けている人が多いのではないでしょうか。まず自
分できちんと勉強すること。勉強した上で受けるか受けないかを決めればよい。決して強
制されるものではないということです。市民ネットワークでも副作用の説明をしっかりと
することやワクチン接種の勧奨はしないよう、県や市に呼びかけています。私もメリット
ばかりの情報に踊らされることのないよう、見極めることが大切と改めて考えました。　

佐倉市議会議員　松島こずえ

全国市民政治ネットワーク
全国交流集会報告

10
31

11
月
か
ら
発
熱
し
た
場
合

の
相
談
体
制
が
強
化
さ
れ
ま

し
た
。
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医

に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ

で
検
査
で
き
る
医
療
機
関
を
紹

介
し
て
く
れ
ま
す
。
か
か
り
つ

け
医
が
居
な
け
れ
ば
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
や
保
健
所
、
発
熱
相
談

医
療
機
関
に
連
絡
を
。
夜
間
・

数
発
生
し
て
い
る
地
域
や
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
る
地
域

で
は
、
一
斉
・
定
期
的
な
検
査

の
実
施
が
急
が
れ
ま
す
。
厚
労

省
は
十
分
な
財
源
を
確
保
し
て

い
る
と
通
知
し
て
い
ま
す
。
無

症
状
の
陽
性
者
を
早
期
に
確
認

す
る
こ
と
で
、
施
設
内
の
感
染

拡
大
を
防
止
で
き
、
感
染
対
策

を
徹
底
す
る
こ
と
で
休
業
せ
ず

に
施
設
の
運
営
を
継
続
で
き
ま

す
。
学
校
、
警
察
署
、
消
防
署

な
ど
に
も
同
様
に
広
げ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

千
葉
県
は
い
ま
だ
陽
性
者
を

追
跡
し
て
濃
厚
接
触
者
検
査
に

重
点
を
置
い
て
い
る
た
め
、
感

染
の
拡
大
に
追
い
付
い
て
い
ま

せ
ん
。
無
症
状
の
希
望
者
も
検

査
す
る
「
社
会
的
検
査
」
路
線

に
切
り
替
え
、
国
の
予
算
措
置

を
求
め
る
べ
き
で
す
。
感
染
拡

大
防
止
は
待
っ
た
な
し
で
す
。

▶各ネット連絡先 市民ネットワークちば 043-379-4958
市民ネットワーク・のだ 04-7123-6981 市民ネットワークみはま 043-278-5005
市民ネットワーク・かしわ 080-7628-7737 市民ネットワークわかば 043-284-2339
市民ネットワーク・ふなばし 047-426-8321 市民ネットワーク中央 043-379-4958
さくら・市民ネットワーク 043-462-0618 市民ネットワークいなげ 043-379-4958
よつかいどう市民ネットワーク 043-304-3823 市民ネットワーク花見川 043-379-4958
きさらづ市民ネットワーク 0438-36-0677 市民ネットワークみどり 043-379-4958

※2020年11月16日現在

～相談 ・ 診療・ 検査の流れ～
発熱などの症状‼ ◦かかりつけ医がいない

◦どこに相談したらよいか迷う

●発熱相談センター
保健所、千葉県発熱相談コールセンター（03-6747-8414）

●市町村
●発熱相談医療機関

医療機関の案内などを行える相談体制を整備した医療機関

電話相談

で
き
る

事前予約して受診 事前予約して受診

かかりつけ医など
身近な医療機関

診療・検査 診療・検査

できない

近くの発熱外来

電話相談

案内案内

相談した医療機関は
診療・検査ができる？

休
日
の
場
合
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
看
護
師
を
配
置
し
て

い
ま
す
。

千
葉
県
で
は
１
１
０
０

機
関
を
目
標
に
イ
ン
フ
ル
・

コ
ロ
ナ
対
応
で
き
る
医
療
機

インフル・コロナ流行時のピーク
時の目標検査体制は（1日当たり）
検査需要 23,832 件
検　　査
採取能力

24,365 件
（現状 12,152件）

検　　査
分析能力

36,758 件
（現状 13,611件）

関
、
検
査
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。（
12
月
10
日
現
在
９
９
５

医
療
機
関
の
内
、
発
熱
外
来
は

４
８
６
）

現
在
、
感
染
者
数
が
増
加

の
一
途
で
す
。
早
急
に
医
療
機

関
・
高
齢
者
施
設
な
ど
の
職
員
、

入
院
・
入
所
者
全
員
の
検
査
が

必
要
で
す
。
ま
た
感
染
者
が
多

「感染を恐れない暮らし方」に参加して11
21

オンライン学習会

2020年11月30日現在


